
 

 平成３０年もまもなく終わり、新しい年を迎えようとしています。保護者の皆様にはこの１年、教育活動に

ご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございました。来年もさらなる発展、飛躍に向けて、邁進いたし

ます。より一層のご支援をいただけますよう心よりお願いいたします。 

 １月７日（月）が３学期始業式です。 

 新年には、元気な姿でみなさんにお会いできることを 

楽しみにしています。 

                        愛知県立足助高等学校  

                            豊田市岩神町川原５ 

             電話 ０５６５（６２）１６６１ 

          ホームページ http://asuke-h.aichi-c.ed.jp 

冬休みのお知らせ 

少人数の良さを足助
こ こ

で魅せる！足助高校。 

 ２年生が修学旅行に赴きました。１日目は広島では不戦の誓いを新たにしました。２日目は神戸市街の班別研修

を行い、中華街など思い思いの場所で楽しんだ様子でした。３日目はユニバーサルスタジオジャパンに行き、アト

ラクションなどを満喫しました。  

 本年度は「Super Express～見つけようぜMy Hero～」をスローガンに各クラス・部活動がバンド演奏や縁日

など、趣向を凝らした出し物で盛り上げました。 また、午後からの芸術鑑賞会は、劇団あおぎりみかんさんの演劇

「僕の教室」を鑑賞しました。本校の生徒も演劇に飛び入り参加し、大盛況でした。 

2018.9.21 

2018.11.4～11.6 
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足助高校通信     
愛知県立足助高等学校 

 足助高校とＣｏＣｏ壱番屋をフランチャイズ経営する（株）ワイズ様と猪肉卸売業者の（株）山恵様がコラボして生

まれた「とよた里山猪肉カレープロジェクト」が、農林水産省主催「ディスカバー農山漁村の宝（第５回選定）」で表

彰されました。販売実績とともに、高校生が企画に参画し、販売促進に寄与したことが大いに評価され、安倍晋三内閣

総理大臣から激励の言葉をいただきました。このプロジェクトは今後も継続していき、観光ビジネス類型等でも活躍の

場を広げて行ければと考えています。 

 足助観光協会、足助商工会、足助まちづくり推進協議会、（株）三州足助公社、豊田市役所足助支所と足助高校

が足助地域との「観光まちづくり」に関する連携協定を締結しました。 

 この協定では、協定加盟者が連携・協力して観光まちづくりに取り組むことで、活力ある個性豊かな地域社会の

形成と発展及び自らの人生を切り開くために資質・能力を育み、地域の貢献できる人材の育成を目指しています。 

2018.11.22 

2018.12.5 

2018.11.1 

安倍内閣総理大臣と記念撮影 管官房長官も興味津津 

 川貴盛農林水産大臣と 

片山さつき地方創生担当大臣 

太田稔彦豊田市長表敬訪問 



学校長より 

 ２学期は、７６日間という長い期間でしたが皆さんにとっての充実度はどうだったでしょうか。２学期

の始業式のときに、「高い志をもつ」「夢をもつ」こと、それに向けて努力することを忘れないでほしい

とみなさんにお願いをしました。２学期は学習の季節でもあり、環境を整え、授業を今まで以上に大切に

し、将来の可能性を広げるためにも努力をしよう。一方で、先生方にもより良い授業を目指し、授業の工

夫をお願いしました。授業を大切にし、精一杯努力ができましたか。 

 ２学期を振り返ると、本校にとって大きな出来事がいくつもありました。昨年度から継続してきた

（株）ワイズ様、（株）山恵様とのコラボ商品である「とよた里山猪肉カレープロジェクト」が「ディス

カバー農山漁村の宝（第５回選定）」に選出されて安倍内閣総理大臣から激励されたり、「足助地区の観

光町づくりに」関する連携協定を締結したりしました。振り返ってみるとすばらしい２学期であったと思

われます。皆さん一人一人の個人としての生活はどうでしたか。 

 平成最後の年末年始です。心機一転して新しい年の目標を立てるためにも、２学期だけでなくこの１年

間を冬休み中に振り返ってほしいと思います。自分を振り返る方法について少し述べます。まず基本は

「反省はするが後悔はしない」ということです。自分自身は毎日一生懸命生活しているのだから、その時

できることは、誰でも自分なりに精一杯やってきたと思います。ただ、そこには、できたこと、できな

かったこと、今も頑張り続けていること、途中でやめてしまったことがあります。そこで、自分の生活を

次の３つの視点で振り返ってみてください。 

 １つ目は、「やってよかった、これからも続けてやっていきたいことは何か」 

 ２つ目は、「うまくいかなかったこと、改善したいことは何か」 

 ３つ目は、「新しくやってみたいことは何か」 

 こう考えると、単なる１年の振り返りだけでなく、次の目標を設定することにもつながっていくと思い

ます。時間は過ぎるものではなく、積み重なっていくものです。その積み重ねである今年１年を振り返

り、来年の目標を決めることが、自分の生活を、そして自分自身を大切にすることにつな がると思いま

す。冬休みには「やってよかったこと」「うまくいかなかったこと」「新しくやってみたいこと」につい

て振り返り、よい新年を迎えてください。 

足助高校の 

さまざまな 

地域連携の 

かたち 

2018.10.14 

2018.11.22 

2018.11.1 2018.11.20 

たすけあいプロジェクトバス会議 座談会 

足助まつり参加 

もみじまつり開会式 

１年Ｃ組音楽コンサート 

２０１８年度 地域を知る・社会を知るリレー講座 

足助高等学校×東京大学／たすけあいプロジェクト住民共創グループ 

 「足助高校×東京大学／たすけあいプロジェクト住民共創グループ」活動の一環として、様々な方々からお話を伺う

「それぞれのいろいろ～一人ひとりが主役のまちづくり」は2学期は3回開催されました。第3回は足助病院院長の早川

様をはじめとした地域の方々、第4回は本校卒業生の寺尾悟様をはじめとした企業の方々、第5回は世界を舞台に活躍

された石田ゆうすけ様をそれぞれお迎えして、さまざまなジャンルから地域や社会に貢献できるかを講演していただき

ました。普段の授業では耳にすることのできない講義が生徒たちの感性を刺激した様子でした。 

Door to Asuke Project 

 留学生を足助に招いて交流を行う「Door to Asuke Project」が開催され、愛知教育大学の留学生５人が参加してく

れました。１日目は五平餅作り、うちわ作り、藍染めや「たんころりん」作りなど足助のものづくり文化を体験し、２

日目は足助の町並みを散策した後、バーベキューを楽しみました。３日目は留学生が自国の文化を紹介する時間が設け

られました。本校の生徒も他国の文化を知る良い機会となりました。  

足助人活動 

 本校独自の地域ボランティア「足助人」はさまざまな場面で活躍中です。第２回では行楽シーズンを前に香嵐渓のゴ

ミ拾いを行い、第３回は地域の防犯啓発のイベントに参加しました。第４回では高齢者宅への訪問を前にクリスマス

リースを作りました。第５回の足助人活動で配付予定です。 

2018.9.6 2018.10.25 2018.12.6 

2018.8.4 2018.8.5 2018.8.6 

2018.7.20 2018.8.1 2018.12.5 


